
第 巳；

t
 

号

昭和 4 3年 4月 2 5 日

日本盲人福祉研究会

（文月会）



ス ィ スの誇り

ヘ ）レ メ ス

~
\
i

~
I

ー
i

'

•

も
を
世
ヨ
る
り
り
⇔
汀
ー

I
]

年

大

全

ッ

す

い

と

用

転

リ

文

ま

代

代

0

に

く

一

供

堅

長

正

動

す

8

り

1

1

6

3

 

7
展

広

テ

提

手

特
訂
自
戻
8

あ

ー
8

・-

＇

発

，

ス

で

で

の
た
と

を

（

が

2

2

て

械

て

ス

格

質

そ

ま
替
れ

一

型

）

）

し

成

つ

ピ

価

材

。

．

切

っ

キ

0

5

6

5

6

と

務

ぁ

一

別

な

す

ぎ

段

も

4

2

2

2

一
事

種

サ

特

秀

ま

防

3
の

4

ル

（

（

カ

の

多

．

を

侵

め

を

）

一

）

ェ

：

L
．． 

弓

一

日

で

売

社

型

．

し

み

4
パ

8

リ

ラ

央

62

手

メ

今

ま

販

葬

．

ハ

ら

楽

込

プ

プ

プ

中

5

.~ 

イ
都

Q

―
て
動

0

．

ッ

も

ヵ
き

ト

イ

ー

ガ

（

タ

つ

電

地

れ

イ

を

グ

巻

一
タ
キ

一

イ

も

ら

各

さ

テ

ル

ン

塁

）

ム

ぱ

夕

京

紅

タ

ラ

を

か

国

。
及

ー

イ

ビ

紙

サ

6

一

に

本

束

T

イ

プ

模

ル

全

す

苦

ラ

タ

イ

）
一

ホ

方

日

ラ

ィ

規

．フ

Q
主

に

ド

ス

ク

2
．^
階

一

る

・

タ

産

夕

四

り

的

ァ

的

な

一
段

ガ

ぇ

会

フ

の

生

―

―

ぉ

国

ー
1

代

的

一

ぺ

5

ン

考

ィ

一

の

ポ

タ

て

全

夫

近

想

．

ハ

な

も

イ

と

商

タ

第

大

は

イ

い

は

丈

な

理

プ

利

ス

フ

『9

店

一・ハ

袋
品

ラ

戟

用

も

卜

は

イ

便

一

5

ぎ

理

禾

ツ

と

製

プ

用

採

か

一

ド

9

)
ぺ

な

す

代

，

＂

ラ

0

術

の

イ

愛

プ

し

て

マ

一

る

5
ス

ら

型

ド

＿

技

そ

。

贔

ィ

．

い

ス

ピ

て

の

ぺ

小

-I

ヨ

た

。

す

本

年

夕

て

つ

の

ス

打

卜

行

す

は

は
秀
す
さ
日
長

ナ

く

に

形

る

(

-

)

つ

で

社
優
主

s
，
．
ヵ

易

。型
薄
れ
や

レ
5
指

涅

-
'
い
て
は
れ

の
い
た

．ハ

も
さ
ば
プ

）

ノ

ラ
り
て
れ
て
さ
人
使
し
ッ
か
出
す
グ
ン
7
ッ

ド

誇

し

さ

於

売

盲

に

ま

ィ

し

み

）

ン

ポ

イ

ア
を
を
給
妃
阪
特
り
テ
で
生
1
．
シ
リ
ー
テ

独

史

献

供

国

り

な

盆
ら

一

く

キ

。

・

西
歴
貢

に
我
よ
し
に
◎
軽
か
は
レ
き
ズ
ど

の

る

界

ン

袈

事

造

て

イ

の

一

た

カナ タイプラ イ ター

最も新しい

索敵な

鮮明な

静かな

デザイン

タツチ

ブリント

音

ポークプルから

全電動まで

多種多様

呈 機種別カタログ

束日総

（株）ti

東京都千代田区神田鍛冶町 2-1 6 

束京都千代田区神田瑕冶町 2-1 4 
（光起ピル）

横浜営業所横浜市神奈川区饒屋町 2-1 9 

本社

分室直阪部

TEL 

TEL 

fクー株式会社

一ーミ宝町 1の 2
I 4 1 61 代

TEL 045(311) 7 5 0 6 • 6 2 5 3 



目 次

巻頭言「盲人福祉の第一義」．．．……．．．．．．．．．．．．下 沢 仁 ー

盲人の大学進学匹思う……………………......J .E.•ジャーピス 3 

巣立ちゆく盲学生図杏館……．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 落野 章 ー 4 

障害補債工学の確立を望む．．．．．．．．．．……・・・・・・・・尾 関 育 6
 

ある感 想・•...............................................••浜田靖子 7 

読 書 ．．．．．．．．...........................................岩山光男 12 

広 ． 告．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 16~1 7 

竺`，`：・ 座談会「あんま業の近代化と盲人」．．．．．．．．．．．．芹沢勝助 1 8 

花田 仁

―好信寿

志村一男

司会桂田淳

•三療に思うこと．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．赤松俊彦 29 

井・
令係からのお知らせ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．• ． .......................................3 2 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・:・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・田中徹二 34 



巻頭言 盲人福祉の第一義

（本号稲某委員） 下沢 仁

「盲人の福祉」には消極的な面と積極的た面とがある。 無能力で自活出来ない者

に生活を保証し，楽しみや慰めを得させるために， 金銭や物品 を与えるのは消径的

な面である。能力に応じて進学や就職の機会を与え，個性をのばして生産的な生活

が出来るようにするのは積極的な面である。もらろん実際の社会褪祉活動の上で． •

どこ主でが消笹的でどこからが積極的というようたはつきり腺を引くことは出来な

い場合が多い。たとえば点訳奉仕などはその何れともなり得 る。だからこの区別は

福祉活勁の行為そのものにあるのではなく．それを与える者と受ける者の態度とか

心構えにあるのかもしれたいが，とたかくこの両面があると考えるのは， 「盲人の

福祉」ということの意味をあきらかにする場合便利である。そして多少なりとも生

活意欲のある者たとつては預極的な福祉に よつてのみ哀の幸福感が得 られることは

いうまでもない。

ところで日本の多数の盲人は按席業という伝統的な戟業に よつて立派に自活して

来た。だから日本の盲人は一般に活衷であるという。英国の盲界事情に くわしい好

、本督先生の言葉によると，英国の盲人は恵ま れすぎているので日本の盲人よりも消

極的で不活澄だということである。彼等が「恵まれすぎている」という意味は，福

祉年金などで生活が保証されているとか，各種の盲人福祉施設がととのつていると・

いうことであろうが，自分の能力によつて自活している者がどの位あるのかあきら''.“ 

• '塁ヽ・・ ． かではない。
・ク：・ アメリカの盲人，ロバート・ラッセルの自 叙伝 「天使をもとめて」のなかに一つ

の痛ましい事件が記されている。大学を卒業したある盲人がそれにふさわしい瞭業

につこうとするが，世間は冷だ＜，どこへ行っても彼の実力をためす機会を与えて

はくれない。そこで止むを得ず盲人啄業補導所に入り，財布を織る仕事をしてわず

かな給科を得ていたが，前途た失望し自殺したという([)であふ 頂ぎ速は伺でも窯

くほどよくやるね！ 本ー当にた主げてしまう！， 学位までとるとはね。どうしてや

・れるのかさつばりわからん。きつとわし等よりもどこか役れているところがあるん

だた。でも残念だが私のところには君達にお願い出来るものが何もないんでね。」
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世問はこのように して盲人の前途を拒絶する， とこの著者は憤りをこ

めていう 。彼自身は不屈の村神をもつて大学準教授の戟をからと つた

のであるが，盲人の天国のように言われているアメリカでさえ，こと

就咳となるとわれわれが想像している程かんたんではないらしい。

社会主義国ソ連の盲界屯渭については昨秋らい話呵たなっているが，

盲人協会の経営ナる工場で，十万人の盲人が生圭的な仕事についてい

るということはたしかに滞異である。これについて． ソ述の盲人には

既業選択の自由がないという声がある。しか し自由主羨0 日本で，ゎ

れわれ百人に事実上彼等以上の自由があるのだるうか。

さてこの会の正式の名称の意味するところによれば，会0主目的は

盲人福祉の研究ということにあり，盲人福祉0泣一羨は院業問口の罪

決でわる。このところ盲昇指導者の海外祝察や、 古箱、雄詰、通信な

どによつて欧米諸国の吉人福祉出業の実状が明かにされてきたが，荻

業問坦についてはなお不明た点が多いと思う。そこでわれわれはまず

この方面の問査から始めたらよいと思う。その上で，日本の社会の現

実の中で盲人の勁く 場 をどのようにして拡大して行ったらよいか，伝

統的な按印業 も含めてその基本的な問理の研究とその実際的た活動の

方向づけをすぺきであろうと思う。われわれは今盲学生の進学問題に

取り組んでいるが，次た来るものは暇業問題の解決である。
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立ち読み版はここまでとなっております。

続きをお読みになりたい場合には

社会福祉法人 視覚障害者支援総合センター

までお問い合わせください。




